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1 はじめに






わり得ることが報告されている (Yeh et al. 2011, 宮坂
ら,日本気象学会 2012年度秋季大会)。一方で、PDVは
北西太平洋の海洋前線帯に沿って特に振幅が大きいこと







データとモデル: 1950-2010 年の期間で、NCEP 再解
析、高解像度海洋大循環モデルOFES (水平解像度 0.1
度鉛直 54層)の過去再現実験結果 (Sasaki et al. 2008)
を用いた。また、全球大気海洋結合モデル CFES 中解
像度版 (大気100km48層; 海洋 0.554層; Taguchi et














OFESの SSTによる PDVの海盆規模第 1モードは
PDOに良く似た分布を (図 1a)、第 2モードは NPGO



























図 1. 北太平洋中緯度域での 5年平均冬季 SST偏差 (OFES)
の第 1,第 2主成分の 20年移動幅の標準偏差時系列
図 2. (a)北太平洋中緯度域 (矩形領域)での 5年平均冬季 SST偏差 (OFES) の第 1主成分に対する 5年平均冬季 SST偏差
(OFES)の線形回帰係数 (b)(a)と同じ、ただし海面高度偏差 (OFES)の回帰係数 (c)(a) と同じ、ただし海面気圧偏差
(MCEP再解析)の回帰係数 (d-f) (a-c)と同じ、ただし第 2主成分に対する回帰係数.黒等値線は気候値
